
議
員
提
出
第
二
十
七
号
議
案

地
方
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

地
方
自
治
体
が
所
有
・
管
理
す
る
社
会
資
本
（
道
路
橋
梁
、
上
下
水
道
等
）
の
整
備
は
、
高
度
経
済
成
長

期
に
お
け
る
発
展
と
共
に
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
加
速
化
し
た
背
景
が
あ
り
、
現
在
多
く
の
社
会
資
本

が
改
築
期
（
建
設
後
三
十
～
五
十
年
）
を
迎
え
て
い
る
。

社
会
資
本
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
機
能
も
あ
る

が
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
に
よ
る
税
収
減
少
や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
よ
る
自
治
体
財
政
の
悪
化

か
ら
、
防
災
・
減
災
の
強
化
は
お
ろ
か
、
社
会
資
本
の
計
画
的
修
繕
や
改
築
す
ら
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
国
土
交
通
省
の
調
査
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
道
路
橋
で
老
朽
化
の
た
め
補

修
が
必
要
な
全
国
お
よ
そ
六
万
の
橋
の
う
ち
八
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
を
背
景
に
補

修
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。よ

っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
自
治
体
共
通
の
課
題
で
あ
る
社
会
資
本
の
経
年
劣
化
対

策
等
の
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
っ
て
、
地
方
負
担
額
の
軽
減
策

を
講
じ
る
よ
う
次
の
具
体
的
措
置
を
強
く
要
望
す
る
。

一

橋
梁
等
の
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
に
資
す
る
耐
震
化
や
維
持
補
修
及
び
架
け
替
え
、
上
下
水
道
等
の
社

会
資
本
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
や
維
持
補
修
、
及
び
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
等
の
耐
震
化
等
に
よ
る
防
災

機
能
強
化
に
つ
い
て
、
補
助
採
択
基
準
の
緩
和
や
補
助
率
の
引
き
上
げ
な
ど
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
、
交

付
対
象
事
業
の
範
囲
拡
大
等
の
財
政
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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日
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